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抗菌性創傷被覆材の開発に向けた PVA/PVP ハイドロゲルからの  
抗菌剤の溶出性制御  

 
 ○柚木 俊二 *1)、光田 益士 *2)、大藪 淑美 *1)、  

久保 貴史 *2)、関口 正之 *1)、岩嵜 徹治 *2)  

 
１．はじめに  

創傷部の感染を防ぎ、湿潤環境を与えて治癒を促す「抗菌性創傷被覆材」が臨床応用さ

れているが、抗菌剤の溶出性制御が課題となっている。有機系抗菌剤はゲルからバースト

するという常識に反し、我々はガンマ線照射によるポリマーのゲル化工程において、抗菌

剤セチルピリジニウムクロリド（CPC）がゲルに担持されることを見出したので報告する。  
 
２．実験方法  
 ポリビニルアルコール /ポリビニルピロリドン（PVA/PVP）混合水溶液に所定量の抗菌剤

を溶解した。抗菌剤には CPC および対照となるポリヘキサメチレンビグアニド（PHMB）

を用いた。水溶液に 50 kGy のガンマ線を照射してポリマー鎖間に架橋を導入し、シート状

の抗菌剤含有ゲルを得た。ゲルの硬さを動的粘弾性測定により評価した。ゲルを浸漬した

生理食塩水を分光光度計で定量し、抗菌剤の溶出性を評価した。緑濃菌のコロニーが形成

された寒天培地上にゲルを載せ、阻止帯および接触面における菌数（CFU; colony forming 
unit）を定量し、抗菌性を評価した。  
 
３．結果・考察  

CPC と PHMB は異なる溶出特性を示した。

PHMB はわずか 6 時間で約半量が溶出した。こ

のような短時間の溶出は、ゲル内でフリーな状

態の化合物に典型的であることが報告されてい

る。一方、CPC は濃度によらずゲルからほとん

ど溶出しなかった。CPC は 50 kGy を超えるガ

ンマ線によってほとんど分解せず、ゲルは CPC
の特徴的な光吸収を示した。ゲル作製時のガン

マ線により、CPC がポリマー鎖に結合したこと

が明らかになった。  
寒天培地上の阻止帯はこの対照的な溶出挙動

を反映していた。すなわち、阻止帯は PHMB 含

有ゲルにおいてのみ観察された。抗菌剤の短期

的溶出は、抗菌性創傷被覆材としては好ましく

ない。抗菌剤の局所濃度が上がり組織障害を惹起し、抗菌性が短時間で喪失するからであ

る。  
CPC 含有ゲルの抗菌性は、ゲル表面で発揮されていた（図１）。ゲル接触部位の菌数が

CPC 濃度依存的に減少し、CPC 濃度が 0.2%に達すると、PHMB 含有ゲルと同様に菌がほぼ

死滅した。ゲルに担持された CPC がゲル表面で十分な抗菌性を発揮したことを示している。 
 

４．まとめ  
抗菌剤のバーストが起こらず長期的に抗菌性を発揮する創傷被覆材として、CPC 含有ゲ

ルは臨床応用が期待できる。  
 

*1)バイオ応用技術グループ、*2)アルケア株式会社  
H23.6～H24.3 【共同研究】難治性潰瘍に対する抗菌性被覆材の開発にむけた評価系の確立  

図 1. 抗菌剤（CPC、 PHMB）含有ゲルとの

接触面における緑濃菌数  
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T-RFLP 法による豚の腸内フローラ解析

○堀中 洸太 *1)、宮崎 浩子 *1)、岡 千寿 *1)

１．はじめに

 養豚場では出生後しばらくは子豚に母乳が与えられるが、離乳期を境に固形飼料に切り

替えられる。その変化に腸管が適応しにくいため、病原性菌が付着し下痢等の疾病が発生

しやすいことが知られている。対策として抗菌製剤が給与されているが、薬剤耐性菌発生

への懸念からその使用が控えられる傾向にある。このような背景を受けて、生菌製剤など

の資材による生体への保健効果が注目されている。本研究では、これらの資材を評価する

ことを目標に、T-RFLP（Terminal Restriction Fragment Length Polymorphism）法による腸内

フローラの解析を行った。 

２．実験方法

 離乳期を挟む生後2～4週目の期間、子豚に生菌製

剤を含む飼料を給与し、給与前・離乳直前・離乳直

後・終了時に糞便を回収した。糞便から細菌叢のト

ータルDNAを抽出後、蛍光修飾したプライマーを用

いて16S rRNA遺伝子の前半部分（約0.5kbp）をPCR
増幅した（表1）。増幅産物を制限酵素（AluI、Hae
Ⅲ、HhaIまたはMspI）で切断後、CEQ8000（BECMAN 
COULTER製）を用いてキャピラリー電気泳動を行

い、末端断片（T-RF）の蛍光を検出した。T-RFを
DNA塩基配列データベースと照合して主要な細菌

の推定を行った。 

３．結果・考察

 解析結果の一例を図 1、2 に示す。ユニバーサル

プライマーを用いて解析した結果、離乳直前・離乳

直後・終了時に Bacteroides、Prevotella と推定され

る T-RF が主要なピークとして検出された。終了時

には Eubacterium、Ruminococcus、Lactobacillus と推

定される T-RF が検出された（図 1）。
 乳酸菌特異的プライマーを用いて解析した結果、

給与前・離乳直前・離乳直後に Lb. reuteri、Lb. mucose、
Lb. acidophilus、終了時に Lb. gasseri と推定される

T-RF が主要なピークとして検出された（図 2）。

４．まとめ

ユニバーサルプライマーによる解析では、腸内フ

ローラの多様な構成菌を反映して複雑な T-RF パタ

ーンが得られた。一方、乳酸菌特異的プライマーに

よる解析では、菌属を限定することで比較的単純な

T-RF パターンが得られた。プライマーの選択により、

巨視的に腸内フローラの変遷を把握したり、微視的

に特定の菌属の変遷を評価できることを示した。

*1)千葉県産業支援技術研究所

表 1. 解析に用いたプライマー
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図 1. ユニバーサルプライマーによる解析

図 2. 乳酸菌特異的プライマーによる解析

名称 塩基配列 備考

27F 5’-AGAGTTTGATCMTGGCTCAG-3’ ユニバーサル

519R 5’-GWATTACCGCGGCKGCTG-3’ ユニバーサル

Lab677R 5’-CACCGCTACACATGGAG-3’ 乳酸菌特異的

平成25年度　研究成果発表会

｜　76　｜


